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日本 藻類学 会



日本藻類学会々則

第 1条 本会は日本務類学会と称する。
第 2条 本会は務学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親|陸を図るζと

を目的とする。
第 3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

1. 総会の開催(年1図)
2. ~薬類に関する研究会， 講習会， 採集会等の開催
3. 定期刊行物の発刊
4. その他前条の目的を達するために必要な事業

第 4条 本会の事務所は会長が適当と認める場所におく。
第 5条 本会の若手業年度は4月1日に始まり，翌年3月31日に終る。
第 6条 会員は次の 3種とする。

1. 普通会員(部類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人文は団体で，役員
会の承認するもの〉。

2. 名誉会員(務学の発達!こ貢献があり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会
の推騰するもの〉。

3. 特別会員(本会の趣旨に賛同し，本会の発展に特に寄与した個人文は団体で，
役員会のmn:~するもの)。

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(間体名)，職業を記入した入会申込書，を
会長に差出すものとする。

第 8条 会員は毎年会費800円を前納するものとする。但し，名市首会員 (次条に定
める名誉会長を含む)及び特別会員は会Y貨を要しない。外国会員の会主tは3米ドノレ
とする。

第 9条 本会には次の役員を置く。
会長 1名。 幹事若干名。 評議員若干名。

役員の任期は2ヶ年とし重任するととが出来る。但し，会長と評議員は引続き3期
選出されることは出来ない。
役員選出の規定は別に定める。(付則第 l条~第4条〉
本会に名誉会長を向く乙とが出来る。

第10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の窓を受けて日常の
会務を行う。

第 11条 評議員は評議員会を織成し，会の要務に闘し会長の諮問にあずかる。評議
員会は会長が招集し，また文脅をもって， ζれに代えるととが出来る。

第 12条 本会は定期刊行物「藻類」を年3回刊行し，会員に無料で頒布する。
(付則)

第 1条 会長は国内在住の全会員の投票により，会員の互選で定める (その際評議
員会は参考のため若干名の候補者を推li!5J"るζとが出来る)。幹事は会長が会員中よ
り乙れを指名委l腐する。

第 2条 評議員の選出は次の二方法による。
1. 各地区別に会員lやより選出される。その註員は各地区 1名とし，会員数が50
名を越える地区では50名までごとに 1名を加える。

2. 総会において会長が会員中より若干名を准鰐する。但し，その数は全評議員
の1/3を越えることは出来ない。ム

地区割jは次の7地区とする。
北海道地区。東~t地灰。関東地区(新潟，長野，山梨を含むl。中部地区(三重を含む)。
近畿地区。中国 ・四園地区。九州、|地区 (ift総を含む)。

第 3条 会長及ひ・幹事は評議員を兼任するととは出来ない。
第 4条 会長および地区選出の言平議員に欠員を主主じた場合は，前任者の霊長余期閥次
点者をもって充当する。

第 5条 会員がパックナンバーを求めるときは各巻800円， 分1mの場合tj:各号270円
とし，非会員の予約購読料は各号400円とする。

第 6条 本会則は昭和44年4月1日より施行する。



投稿 の 注意

会員諸君から次の事柄をお合みの上投稿を期待します。

1. 藻類に関する小論文 ・綜説 ・論文抄録 ・雑録など(すべて和文，但し外国会員はと

の限りでない)を掲載します。

2. 原稿は簡潔に書き，小論文 ・綜説は図 ・表 ・摘要 ・文献を含めて印刷6ぺージ以内，

論文抄録 ・紀行文 ・雑録その他は 3ページ以内を原則とします。印刷 1ぺージは 400

字づめ用紙で約3枚です。原稿には表題の欄H外見出し及び脚註として著者所属とその

所在地を添えて下さい。

3. 原稿の掲載の取捨 ・l順序 ・体裁 ・校正は役員会に一任して下さい。著者校正は初校

に限ります。

4. 原稿は次の体裁を基準にして下さい。

a)平仮名まじり，横書き，A-4， 400字詰原稿用紙をもちいて下さい。

b)図はすべて原図を送って下さい。コピーはうげつけません。図中の文字は適当な

大きさの活字をはるか，黒インクでていねいに書いて下さい。図の説明は別紙とし，

図を入れる位置を本文中に明示して下さい。図の裏にはすべて著者名 ・表題 ・図番

号 ・希望縮尺を記入して下さい。図の倍率数値はすべて縮少後のものにして下さい。

図及び表はなるべく印刷仕上りの横巾巌大 5cm又はlOCI1Iになるよう配慮して下さい。

c)小論文 ・綜説に限り，著者の英文名 ・英文題白及び200語以内の英文摘要 (A-4，

タイプ，ダプノレスペースによる〉をつけて下さい。和文重要約は不要です。外国会員

の場合編集部でその要約を邦訳するζとがあります。

d)数字はアラビア数字をもちい， 数量の単位はメ ートノレ法によります。学名などイ

タリック活字にするところはアンダーライン 1本，人名などで small capita1にす

るとζろはアンダーライン2本，ゴジック活字にするとζろは波状アンダ企ーライン

1本を記入して下さい。

(伊!J)Batrachospermum ectocarpum Sirodot， Summary， sec， min， hr，ρ mμ， 

mm， cm， m，μ1， m1， 1，μg， mg， g， N， M， ppm，lux， w， amp， g(gravity) 

250 

e)文献はおわりに一括し， 弓|用順に番号をつけ，文中の該当人名，または事項の後

に 1)，2-5)， 3，10)のように肩書きし， 形式は次の例にならって下さい。

1) Iyengar， M.O.P. (1940) On the formation of gametes in Cau1erpa. Jour. Ind. 

Bot. Soc.， 18: 191-194 

2) F出竺~ F. E. (1935) Structure and reproduction of the a1gae ~ Cambridge 

Univ. Press， London 1-791. 

3) Hutner， S. H. and Provaso1i. L. (1951) The phytof1agellates. In Bioche 

mistry and Physio1ogy of Protozoa 1 (A. Lwoff， ed.). Acad. Press， New York 

27-128. 



4) 秋UJ優 ・佐)11紀子 (1970) 本邦雄土嬢議類 包塁壁豆三旦の生態学的特性.藻類，

1 8 :1 5-~0 . 

5) 猪野俊平 (1947)海藻の発生.~じ隆館， 東京 ・ 1-255 .

6) 森村裕次 (1965)微細務類の培養法務類実験法(田宮博 ・渡辺篤編)ー 南江堂，

東京 :46-67 

5. 別刷の費用は著者負担とします。但し，小論文 ・綜説に限りその50部分の費用は学

会で負担します。

6. 原稿は雑誌発行ののちに返送します。

7. 学会に関する通信は(〒657)神戸市灘区六甲台町 1-34，神戸大学理学部生物学教

室内本会庶務，会言「又は編集幹事宛と し， 幹事の個人名は-切使用せぬよう注意して

下さい。

A
Q

一品

a::. 
Eコ

第18回総会において|昭和46年度より会費を次の立11く改正するととに決りましたのでお知

らせ します。

(1) 圏内会員 1，200円

(2) 外国会員 4.5米ドノレ

(3)パックナンバー 各巻 1，200円

(4) 予約購読料(非会員の誌代〉 年間 1，800円




